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幅広く適用できる基礎訓練プログラムの枠 組みを

対人支援専門職の基礎訓練プログラムの提案
一概観そして技能と学習形態を整理する試み-

はじめに

米国の 対 人支援職 養成では、 基礎 的 支援技能

(basic helping skill)が、 心 理学、 医学、 社会 福

祉学、 教育学等の 対人支援専門職 の基礎訓練プロ

グラムとして適用さ れている

の代表的な考案者・提唱者としてCar・khu :ff，RR.、

Con凶er，S.、 Egan，G.、 H出，C.E.、 Ivey，AE.が挙げ

られ、 その中でカーカフ、イーガン、アイピィに

よる専門書が 日本 語に翻訳され ている。 大谷

(2004) は、 Connierか ら訓練を受 けて米国で 対

人支援専門職養成に従事した経験に裏付 けられた

基礎的支援技能に関する教科書を執筆している。
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医療現場や教育現場といった実践 活動領域の特徴

に 応じ た技能や知識の習得に加えて、 対象者の年

齢や 精神疾患、 状況等に対応できるよ うな知識と

技能の習得が求められる。 ま た 精神分析、 学習・

(大谷， 2004)。そ 行動、 認知、 現象学・ 人間学やシステム論や家族

療法、 集団療法な どの理論に基づいた心理療法や

カウンセリングのアプローチを学習することにな

る。最終 的に心理療法やカウンセリングに関する

アプローチの理 論を 加昧して、 各技能を統 合 

(s凶1 in tegration) する必要がある。

本 論文の目的は、 基礎的支援技能の 各基礎訓練

プログラムを概観した上で 、 面接技能な らびに基

福原 (2004) は、

指導を受 け、 日本での マイ クロカウ

マイ クロカウンセリングを開発 礎訓練プログラムの整 理を試 みる乙とである。 各

した Iveyの 基礎訓練プログラムに お ける技能の分類 は、 Hill

ンセリングの普及に努め、 また Iveyと共に基礎

的支援技能に関する専門書を刊行している。

基礎的支援技能の基礎 訓練プログラムに 共通す

るのは、 面接の進行過程をいくつかの段階に区分

して、 必要とされる技能の理論的説明を受 け、 ロ

ールプレイを通じ て習得していくことである。 基

礎訓練プログラムは、 概して3つの学習段階に分

けて理解することができる。 第 1段階にかかわ り

技能、 観察技能、 傾聴技能を学び、 続 く第 2段階

に積極技能、活動技能を学習する。 第3段階とし

てその他の技能を学ぶ乙とになる。乙の進行過程

による基礎訓練プログラムの特徴 は、 技能を小単

位で学習するこ とにある。そして、 学習者 は目的

と目 標に応じ て最適な応割支能を 選択できる (意

図的 応答; intentional res卯nding) ような訓練を

受 けることになる。対 人支援専門職 は、 基礎的支

援技能を習得した後に、 各々の活動領域に特化し

た学習を継続 していく (大谷， 2004)。 例えば 、

臨床心理学やカウンセリング心 理学の専門職 は、

(1978) の応答カテゴリーと 類似しているとはい

え、 その提唱者によ る差遣が認められている。本

論での技能の整 理を通じ て対人支援専門職養成に

提案した い。 

HiII (1978)の応答カテゴリー

一番初めに示すのは、 Hill (1978) の応答カテ

ゴリーである。 Hill (1978) は、 カウンセラーの

応答カテゴリー開発に おいて受 理面接の応答を分

析し、応答の 17カテゴリーを挙げ た後、 その後

カテゴリーを絞 り込んで、最終 的に 14の カテゴリ

ーを示し ている。 その論文の末尾で本領域の研究

の展開に貢献しうるものであり、専門職の 養成に

役 立てられるであろうと述べ ている。 Hill (1978) 

が示した技能と定義 は、 表1に示した。分析の途

中で示し た 17カテゴリーには、 Structuring (構

造化)、 Advice (助言)、 Friendly dis αlssion (親

しみを 込めた 話し合p)、 Cr iticism (批判)、
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Clo肥dque姐on

し続けるように求める乙とだけを奨励し、 承認や非難をほのめかしていない。 キーワードの

情緒的な支援や支持や強化をすること。 共感を示すか、 クライエントの抱えている問題を最
小化することによって不安を楽にさせる傾向がある。

カウンセラーがクライエントあるL刈まクライエントとカウンセラーの両者に向けて面接内外

材を求めることを狙っていない。

タを収集する問L功ミけである。 生じうるクライエントの応答は、 典型的に制限され特有であ
る。 他のカテゴリーの基準に合致せず、 限定質問の形式における句で述べられた時、 さらに

感情の明確化あるいは「はLリ
しでの状況の探究を求める探索のこと。 他のカテゴリーの基準に合致せず、 開放質問の形式

単なる繰り返しゃクライエントの発言の言い直しのこと(9ê行する発言をすぐに述べる必要が

。 述べられたことか、 ほのめかされた感情に言及することを含んでいる。 以前の発言や非言
語行動や統合的な状況の知識に基づいている。 試案か、 発言としてかのどちらかを言い表そ

か尋ねるごと。 乙れらの行動の意味を解釈することではない。

分離した発言や出来事の様に見えている聞を連結させようとする。 防衛、 感情、 抵抗、 ある
いは転移(カウンセラーとクライエントの聞の対人関係)を解釈したり、 テーマ、 パターン

行動や争点に対する他の意味をたいていは与える。 発言が矛盾提示の基準に合致したら、 矛

二つの側面を含む。 第1の部分は、 クライエントのメッセージや行動のいくつかの側面に言及

る。 この反対の主張あるいは相違は、 言葉や行動の問、 行動と行為の聞のクライエントが表
明した二つの事柄の閥、 現実自己と理想自己の問、 言語行動と非言語行動の問、 空想と現実
の問、 あるいはカウンセラーとクライエントの知覚の聞に存在。
「私」はでたいてい始まる。 カウンセラーは、 自身の個人的な体験やクライエントに対する
感情を共有する。 「私」で始まるすべての発言は、 自己開示でないということに留意すべき
である。 共有か開示の質によって変わってくる。

世間話、 挨拶、 天気や出来事を話題にするようなクライエントの問題と関連が無い発言を含
んでいる。 またクライエントの非難や批評、 他のカテゴリーと一致しない発言、 文字起こし
ゃ包括や不完全さにおいて難題となっている理由から分類困難であったりする。

1 

2 

3 

技能の名称

合いの手
Mir由nal encourag町

支持・承認
Approval-陀田由国百nce

情報提供
Information 

4 直接指示
Dw配tguidan田

5 限定質問

6 

7 

開放質問
op田lques世on

言い換え
Restat<丑ne nt

8 

9 

反映
Refl，回世on

非言語的行動の指摘
Nonv'町'bal間金目盟士

10 
解釈

h睦rprモ回起on

11 
矛盾技鼓K

Con宜司nta1io n

12 

13 

14 

自己開示
Self-di配:10配

沈黙
Si1田町

その他
O出町

表1 : HiII (1978)が示した面接技能

定義
単なる同意や承認あるいは理解をほのめかす短い語句で成り立っている。 クライエントに話

繰り返しであり、 質問への応答を含んでいない。

データや事実、 専門機関、 理論などの情報提供をすること。
カウンセリングの進め方やカウンセラーの振る舞い、 時間や場所や料金の情報も含まれる。
クライエントが何をすべきかとL巧指示を含まないで、 直接的な質問に答える。

のいずれかに示唆する指示やアドバイスから成り立っている。 クライエントからの言語的素

「はLリやIŵ叫冶え」カウンセラーの以前の発言を裏付けるー諮か二語の回答を求めるデー

他のカテゴリーに含めるべきである。

Iŵ叫ミえ」や一言、 二言での応答する特質を制限する目的な

における句で述べられた時、 さらに他のカテゴリーに含めるべきである。

無い)。 典型的にわずかの単語で単に類語を含み、 クライエントのメッセージをより具体化し
て明確にする。 試案か、 発言としてかのどちらかを言い表そうとする。

クライエントの発言をくり返すか再陳述すること(先行する発言をすぐPに述べる必要が無Lサ

うとする。
身体の姿勢、 語調や声の高さ、 表情、 仕草といったクライエントの非言語行動面を指摘する

クライエントが認識している見た包以上の事柄を越えて言及する。 様々な形態を取りうる。

、 あるいはクライエントの行動や性格における関係の因果関係をほのめかしたりする。 古い

盾提示に当てはめるべきである。

して発言することを含みうる。 第2の部分は、「しかし」でたいてい始まり、 相違を表してい

クライエントの発言とカウンセラーの発言の問かクライエントの発言問に生じる5秒(かそれ
以上)の休止のこと(1はLリのようなカウンセラーの発言の単純な承認の後を除く)。 

Unclassi:fiable (分類困難) がある。14カテゴリー

に絞 り込む中で名称変更をしたので合計数が一致

しな いようである。

こ の応答カテゴリーは、 技法 ( technique ) や

技能 (skill) と言い換えるこ とが可能である。し

かし後に示す学習プログラムに おいて、 技法と技

能の使用が混在している。本論文では、 技法と技

能について次のように区別しておく。技法は、専

門分野に お ける一連の手続 きや方法 、 技術、 技能

の 集合体のことをさし、 目的を達成するための方 
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法のことである。技能は、 習得 までに練習や経験

を経た努力を要する意味合いが含 まれて おり、 優

れた腕前や力量、特殊な技術や技 (わざ)のこと

である。技法は、 技能の 上位概念である。

Egan (1986)による基礎的支援技能の基礎訓練

プログラム

Egan (1986) は、 腕前のある 支援者ー効果的な

支援の ための系統的 なアプローチ ( The Skilled 

Help er: A System a tic Ap proach to Effe ctive 



方法のこと。

複雑な問題状況にある悩みをすべて一度に取り扱うことはできないの

問題との関連が見られる情報を筋道を立てて提示すること。 クライエ
ントに要約するように勧めることも含まれる。

探究と明確化
田仲間tion&cn噸on からの探索と明確化をする之と。

とを支援するカウンセラーの能力のこと。 クライエントが自ら語るように援助する技法。

円、いえ」と簡単に一言で答えられるような質問のこと。

op四cendedqu田且ons

con宣"On住副on

5 

1 

Helping) と自らの 基礎訓練プログラムを呼び、

支援過程 を 3 段階に分けている。 第1 段階は、

「問題状況の把握と構造化」とし、 クライエント

の問題状況や新たな 機会を探索し明確化する準備

段階に位置づけている。 第2段階は、 「目 標設定」

で問題の 理解と実 行目標を設定する段階と位置づ

けている。 第3段階は、 「実行 jで目 標達成の戦

略 (柑 ategy) を考えて実行する段階としている。

各段階には、 3 つのステップがそれぞれ示されて

いる。面接技能は、 基本的コミュニケーション技

能と促進 (challenging) の技能と呼称していた。

Egan (1986) が示した面接の進行過程と技能は、

表 3 に示した。 Eganの プログラムは、 翻訳本に

おいてであるが技能の構造が入り組んでいるよ う

に思われた。表には技能と判断したものを示した。

また引用した文献には「創造性への要件jという、

人の健康な 状態像に言及している点が興味深い。

表 2  : Egan (1986)が示した面接の進行過程と面接技能 

1 かかわり
at証盟ding

基本的コミュニケーション技能:クライエントが問題を探索し明らかにすることを支援する技能 

2 f頃耳恵
lis匝凶且g 

3 共感 
empa出y 

カウンセラーが身体的 心理的にクライエントに効果的に関わって、 クライエントと共にいる

言語ー非言語を問わずクライエントから発せられたメッセージをカウンセラーが捉え、 理解す
ること。 

1) 選別 

2) 

screenn耳Z

焦点化
f配using

クライエントが経緯を話しているうちに明らかになった問題や見落として
いた機会が、真剣に取り組むのにふさわしいものかどうか選別すること。

で、 どれを取り上げるのか焦点を当てること。
要約 

1つの問題に焦点があてられた後、 関連した経験、 行動、 感情という面 4) 

カウンセラーがクライエントの話していることを理解し、 理解できたことを伝える能力のこ
と。 基本的な共感は、 問題との関連が見られる「表面上の」感情や意妹を取りあげる。
クライエントが建設的に問題に取り組めるよう、 経験 行動ー感情を明確にし、 問題を探ると

3) summanzmg 

コメント
connnen匝

カウンセラーが短い発言をして、 クライエントが口を闘いたり、 問題を明らかにし

具体的な話をするように促すこと。 コメントはクライエントの経験、 行動、 感情に
ついて、 あるいはそのいずれかを組み合わせたものと関連づけることができる。

1) 

4 探索 開放質問
probe 2) 簡単に一言では答えられないような質問の乙と。

副::cent ついて、 一言、 二言繰り返すこと。 

「はL、」

クライエントの直前の応答に焦点をあてたり、 注意を促したいことに

限定質問 3) clo田dquestion
強調4) 

最小限の促し
tromp p 「うんJ íんーJ iええJ íわかるJ íああJ íまあ」といった最少限の言語的活動のこと。 

促進(challenging)技能:クライエントの自己理解や他者理鼎や状況を理解して、 より建設的に行動することを援助するための技能のこと。

カウンセラーはクライエントに必要な情報を提供したり、 どこか他の情報源からそれを得る'情報張H共 ように援助したりすること。 またクライエントの誤った情報を訂正することも含まれ、 問題泊fon:na誼ong甘訂19 状況を新たな視点から眺めることを促し、 クライエントが行動を始める基盤を整える。

深い共感
a也市n即dempathy 

矛盾張主云 

4 自己開示

深く的確な共感は、 埋もれ、 隠され、 クライエントの手が届かないようなところにある感情
や意味を取りあげること。 経験、 行動、 感情の断片をつなぎ合わせ、 クライエントが盲点を
克服し、 新しい展望を開くことを助ける。

クライエントの発言や振る舞いの食い違いや歪曲、 逃避、 駆り引き、 ごまかし、 言い逃れ、
真意を隠す発言 行為などに焦点をあてて指摘するとと。 その上で、 クライエントが実行する
ように促進すること。

カウンセラーが防衛しないで自己開示を示すととでクライエントのロールモデルとなるこ
と。

2 


3 


Self-Sh田台車 
率直性 カウンセラーとクライエントの関係性に焦点を当てて話し合うこと。irnmediacy

上記の他にクライエントが将来の展望や行動を検討することに関連する技能がある。

唱ム刈斗晶

5 



a)かかわりへの潜備(会う心構え、 環境整備)
b)親身なかかわり(正面に向かい合う、 からだの前傾、 視線の交差、 関心の伝達J
c)観察(身なりと行動の観察、 身体エネルギーの強弱の推察、 感情の起伏の推察、 援助の準備態勢の推察、

観察に基づく推察、 不一致の観察)
d)傾聴(傾聴理由の自覚、 個人的評価の留保、 クライエントへの焦点合わせ、 事柄への焦点合わせ、 表現

1) 応答能力 面接者がクライエントの材喰且みに入り、 クライエントの経験について面接者が理解したととを正確に

a)事柄への応答(5Wll王の想起、 言Lミ換え)
話の内容や事柄に対して応答し、 クライエントが組験した事柄を明確にする。

クライエントの感情を明確にすること。 クライエントの感情を的確に捉えて理解する乙とに加えて、

別の言葉を用いて感情へ応答す?る乙と。 感情に関する語葉を拡大する必要がある。
c)意味への応答(事柄と感情の把握、 他の言葉を用いた応答)

2) 個別適性化能力 クライエントの内面の整理を支援する乙と、 経験を分析して、 今自分がどこにいるのかを把握する乙
P回'SOnaJiZing

a)意味の個別化(一貫したテーマの明確化、 経験の内面化、 経験の個人的意味の個別化)
b)問題の個別化(原因の明確化、 原因の内面化、 原因の具体的把握)

3) 手ほどき能力 クライエントが自身の問題解決に向かつて行動を起乙し、 目標に突き進むととを支援する乙と。 行動
hm組理

a)目標の明確化(行動の5WlHの明確化、 測定尺度の明確化)
b)行動計画の作成(第1段階の設定、 中間段階の設定、補足段階の設定)

d)強化法の設定(正の強化佐褒賞'_Q)設定、 負の強化法罰鼎の設定)
e)行動化の噂繍(全段階の見直し、 全信野皆のリハーサル、 全段階の手直し)
。各段階の検討の手ほどき(行動前の検討、 行動中の検討、 行動後の検討)

4) ， 

a)成果についての情報収集
b)成果についての情報伝達

※個別化技法では、「感情の個別化(感情の反映)J r京怜た」を説明している。
※手ほどき技法は機械的に展開されるものであるが、 クライエントに合わせて個別化するべきであると述べている。

Carkhu符(1987)による基礎的支援技能の基礎訓

練プログラム

Carkhu宜 (1 987) は、 支援の 芸術 (官l e Art of 

HE日'ING)や支援的人間関係技能 (Interpersonal

Helping Skill) と自らの 基礎訓練プログラムを呼

び、 支援過程を、 0)かか わり (Attending)、 1)応

答 (R国卯n曲19)、2)個別適性化 (Personali誼19)、 

3) 行動化への 手ほどき (Initiating)、 4) 支援過

程の 繰り返し (Feedback)の 5段階に分けている。

4) の 支援過程の 繰り返しに言及している点が注

目に 値する。な お訳本で は、 4) は段階 とし て位

置づけられていないが、 本論文では 修正して示し

で ある。 Carkhuff (1987) が示した面接の進行過

程と技能は、 表3に示した。 訳本では、 支援過程

の 2  ) Personalizingを意識化という 訳語が あてら

れていたが、 本論文では個別適正化と 訳し た。 そ

の理 由として、 意識す るよりもむしろ個人に適合

させると p う意味合 いで あると解釈し たか らであ

る。

Iveyによる基礎的支援技能の基礎訓練プログラム

(マイクロカウンセリング)

Ivey，AE.の考案した基礎訓練プログラムである

マイ クロカウンセリング (Microcounseling)は、

日本 では福原ら (1985) が Iveyの 執筆した専門

(2004) が Ivey夫妻と 共著で専門書を 執筆し て紹

書 (1971・198 3)を抜粋して編訳し、 また 福原ら

介してい る。こ こ ではまとめて1つの基礎訓練プ

ログラムとして取り上げる。 Ivey (1971-19邸) や

福原 (2∞4) は、 マイ クロカウンセリング をカウ

表3 : Carkhuff (1987)が示した面接の進行過程と面接技能 

0) かかわり技能 面接者がクライエントとの信頼関係を創り上げるための技能。 観察と傾聴とを基礎とする身体的なか
A虻田d註Jg かわりのこと。

内容の想起、 一貫したテーマへの傾聴、 聞き取り)

R国駒nding クライエントに伝えること。 クライエントの自己探索を促し、 洞察を深めたり、 拡げたりする。

事柄の言い換え
b)康情への応答(感情にふれる質問、 感情にふれる応答)

商事島者が樫解したととをクライエントに示すとと。

感情は、 事柄に伴っている。 感情の元になっている帯設処または理由を明らかにする之と。

と、 目標地点を把握すること。

c)目標の個別化(資質 能力の明確化、 資質・能力の内面化、 資質・能力の具体化)

化への手ほどき。

c)スケジュールの設定(開始時期の設定、 完了時期の設定、 進捗状況の確議船

フィードパック能力 1)- 3)を繰り返す之とでクライエントの自己探索がひろがり、 自己理解が正確になり、 行動が生産
民国dback 的になってL吋。 
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文化的に適切な視線の合わせ方、J 身体言語を解 するとと、 声の調子でかかわること、 相手の話にずれ
カミカ‘士〉りfi'!IIIJ

面援助関係を成立させるためには、 言語または非言語のコ ミ ュニケ ー ショ ンにおいて、 面接者とクラ
d回tob阻V甜onsl姐sイエントの聞で何が超とっているかを観察すること

開放質問 ントが自 分自 身を探涜する機会を与える。 面接の開始時、 詳しく述べてもらうと

限定質問は特定の必要な情報を与えてくれる。 限定質問がよく問題となるの
面接者が自 分の関心のある話題にクライエントを書換撃してしまいがち な

ととを示す1つのしるしである。 非言語的な合いの手は、 視線をあわせる、

奉
クライエントが言っているととを繰り返して、 面接者が聴きとった内容をクライエ的呂ントに示すとと。 盟な前は、 同じに繰り返し、闘のみをとりだして短くし 富雰
面接者は語られたととの重要部分を繰り返し、 短縮し、 具体化する。 来談者の連
発言の危機的側面と行動に選択的にかかわり、 それについてできるだけ正確に 領
言い直す。 このようにして、 来芭除者がその状況をより明確に眺めるととができるよ
うにする。 クライエントの発言するも、くつかの文節や全セッション、 または何度かの
面接で繰り返し表現された問題を扱う。 感情の要約や内容の要約色合まれる。
面接開始時、 面接で起きていることを明確化するとき、 面接の中でトピックと
トピックの流れをスムーズにするとき、 何回もの面接でもたらされた情報を筋

「感情の言い換えJ I特殊な言い換え」である。 即ちクライエントによって表現
された感情・情緒をクライエントが納得する姿勢と乙とばで言L、換えるのであ
る。 乙れは来茸島者によって調理膏に言語化されたそのことばをとおして、 また

感情の反映 非言語のコミュニケーションを観察する乙とによって可能である。 顕在化した
部分と内在した部分の両方を取り上げる。 クライエントの話す内容や決定に、

クライエントが自 分の、 意味や信条を探究するための技法のこと。 生活体験に
かくれた個人の、 意味を見出すことに役割を果たす。 面接者は、 クライエント
がその体験の真髄を探究することを支援する。 クライエントが、 自 分自 身の体

rnear歯車験を解釈する乙とが促される。 「解 帯Uと関連が深u、。 面接者は、 クライエント

もサマ1に焦点をあてるかにより会話の流れが変わる。 面接で、 焦点をあてるとは、 多面的な視点から
商接の展開を探索することである。 そして新しい面接の展開のために新しい可能性を考えさせる。 か

すまな、、場合は， 本技法に気がつくととにより， それを控えるようにできる。

面接者が能動的に直接クライエントに量タ響を与えようとする技法。 面接者の影響力を認める乙とから、

理論的帰結

面接者の考えや感じを， クライエントに伝えること。 クラ イ エントの自 己開示を

面接者あるいは第三者がクライエントをどうみているかというデー タを与えると

クライエントの行動、 思考、 感情、 意味における不一致、 矛盾、 葛藤を指摘する
乙と。 矛腐の説明、 またその解決策についてクライエントが意見を表明するのを
促進させる。 かかわり技法や積極技法との組み合せで用いる。

①ラポール、 ②問題の定義づけ‘ ③目標の設定、 ④選択肢の決定、 ⑤日常生活への--断ι

解釈

衰4 : Ivey (1971・1983 and 2004)が示した面接の進行過程と面接技能

ないでついていくことが含まれている。 主として非言語レベルのものである。 つまり視線の位置、 身副田吋fug behæ品。r 体言詰語、 言語追跡、 声の質(V1SUal， V.血al， V，四七al & Body1angu唱e;3V+B)
クライエント観察技能

開放質問は私たちに封投的にクライエントのデータを提供してくれる。 クライエ

op四q凶g祖国也事 き、 行動の事例を引き出すとき、 感情に注意を集中するときに用いる事が多い。

限定質問 は， 
closed 串血祖国血g 点があるからである。

基本的傍羽韓首主能
加sic H剖田ing skiIls:I証S

合いの手 (Minimal四回U唱e) とは、 あなたがクライエントに話を聴いている
興

自主∞urage 昧をもって聴いているときに上体をすこし前に傾ける、 うなずく等の振る舞い
である。 言語的な、 合いの手は、 瞬時的な発声であり、 助けようとする振る舞
いである。 U吋去れもクライエントに共感しているととを表現するものである。

言い換え町岡田
ている。 クライエントの発言の最後似3の文章説明慨を取り上げる。

要約
surnn園出姐四

道立てるときに用も冶られる。

reflection of島eIing
た だかかわるというのではなく、 むしろ表現される感情に気づき、 それに反
応するとL、うことが重要になる。

意味の反映 

reðection of 
自 身が、 その感情、 思考、 行為にかくされた意味を見出す乙とを支援する。

焦点のあてかた 
focusing かわり、 質問、 首L冶換えなとの技法を意図的に用、、る。 クライエントの会話を方向づけるととに気のす

積極技能
註曲，encing SkiIIS 倫理観や価値観の問題を自 覚すること。

E主』ずまし

碁本
的
か
か
わ
り
技
能

提較R
di民文定卸es

相手がとるべき (あるいはとろうとしなも斗行動の方向を示唆する。 そして起って
ほしLミと望む一連の行動につもミて伝える。 わかりやすく、 理解しやすも当方法で、
具体的に， 特定的に伝え、 一方的な押しつけではない。 クライエントが課題を理
解し、 行動を確実にできるように助ける。

クライエントの行動によって、 起こりうる結果を良否にかかわらず伝えるとと。
if一曲四 (之うすればああなる だろ う) の選択を励まし、 一つの行動に対して具

logi叫回目配申国間理 体的な結果 (帰結) をもたらすよう支援する。 クライエントに自 分の行動の結果
を気づかせ粧来に向つての選択をさせる。

促し， クライエントの行動変容のためのよいモデ ルとなる。

と。 第三者がクヲイエントをとうみているかというデータを用いて、 自 己探究、
自 己吟味を促す。

自 己開示
証主〈盟sclo剖間

フィードノ守ッ夕
食坦dbaclζ

inìerp.r哩旬品on

lnfiuencir沼田unn田町
穆耕量的要約

状況にたいするひとつの観点をクライエントに与える乙と。 クライエントが状況
を別な観点からみたり別な材輸且で考える能力を促進する。

面接中、 面接者のもミった乙とや考えたととをクライエントに要約して伝える乙と。
面接者の有力な発言にクライエントが協力したり、 整理して頭にいれ、 よく理解
できるようにすること。

情報 (面伽盟組on )
助言 (a制民〉

教示 (ina回ction)
意見 (0凶誼四五〉

示唆〈剖ggestion )

クライエントに商主島者の考えや情報を伝える。 新しも、助言や新しLミ情報に、 クラ
イエントの目を向けさせる。

矛盾按鼓R
∞岨fron脂姐m

5段階の面接構糧

技能の統合 アプローチキ況の変化に応じて適切と考えられる技能を意図的に用いること。

個人的スタイルと理論を決める 
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者が 選択して支援を進めるための指針を提示して

つ ま り意図的応答は、 「見立て」を面接者が持ち、

焦点のあて方、 矛盾提示は 複合技法と呼ばれてい

で課題提示とは 異なっている。

ンセリングのメタ技能として 位置づけている。 面

接者の 意図的応答を強調し、 面接者の特徴 を振り

返り、 典型的な応答の仕方を見直すことを提案し

ている。 正しい応答があるわ けではなく、応答の

選択肢の中から主体的にかつ意図的に応答を面接

いる。 こ の哲学背景には、 面接者と同時に クライ

エント にも主体的に自らの事柄として 選択するこ

とを促しているよ うに解釈できる。 積極技能と戦

略について言及し、 技能が戦略的に用いられるこ

とを前提としている。

こ こ で戦略 (strategy) と戦術 (tactics) につ

いて 区別しておく。 戦略は、 基本的に外部要因等

によ っても簡単には変えな い長期的展望にって立

案す る計画のことであり、戦術は、 状況に応じ て

臨機応変に変化 、 対応させる計画のことである。

また責任を持つこ とを前提としていると考え ら

れる。

Ivey (1971-1983 and 2004) が示した面接の進行

過程と面接技能は、 表 4に示した。 意味の反映 、

る。 訳本ではskillを技法と 訳しであるが本論文で

は技能に統 一しである。 

HiII ( 2009)による基礎的支援技能の基礎訓練プ

ログラム 

Hil1 (2009) は、 支援技能 (Helping Skills)と

自らの基礎訓練プログラムを呼び、 支援過程を 3

段階に分けている。 第1段階は、 「探究段階」と

し、 クライエントとの信頼関係の構築や治療関係

を深める段階としている。 第2段階は、 「洞察段

階」で クライエントと協力し 合ってクライエント

自身の新しい理解を促せるように支援する段階で

あるとしており、精神 分析アプローチや愛着理論、

認知療法アプローチを参照枠として いる。 また洞

察段階の技能を洞察技能 (insight skills) と総称

していた。 第3段階は、 「活動段階」としており、

第2段階で得られた洞察を反映した変化を取り 上

げ 、 変化する段階としており、 認知行動療法アプ 

ローチに言及している。 4つの活動の型 (司1p es of 

Action)とL追う、リラ クセーション (Relaxation)、

行動変容 (Behavior change)、行動リハーサル/

自己表現 (Behavioral rehearsal! assertiveness)、

意思決定 (Decision making) では、 技能を総動

員することになる。 Hil1 (2009) が示した面接の

進行過程と面接技能は、 表 5 に示した。 挑戦

( Challenge) という技能は、 他の 基礎訓練プログ

ラムの技能に おける矛盾提示と同一であろう。 過

程での助言 (Process advisement) とL￥う技能は、

ロールプレイをするように指示を出すことのよう

Cormierによる基礎的支援技能の基礎訓練プログ

ラム

Cormier，S. & Nurius，P.S. (2003) は、 支援者の

ための面接と変容戦略ー技能の 基礎 と認知行動 介

入 (Interviewing and Ch ange Stra tegies fo r 

Helpers-Fo undamental Skills and Co gnitive 

Behavioral Interventions) と自らの基礎訓練プロ

グラムを呼称している。 支援過程を概して3段階に

分けている。 1) 非言語行動を理解し (Understand­

ing Nonverbal Behavior) 支援関係を構築する段階 

(Ingredients of An E宜ective Helping Relationship)、

2) 傾聴応答 (Listening Responses)、 3) 積極応

答 (Influencing Response) であった。 専門書の

題名にあるように認知行動アプローチに重点を置

いた技能を示している。 Cormier S & Nurius PS 

(2003) が示した面接の進行過程と面接技能は、

表 6に示した。

大谷( 2004)による基礎的支援技能の基礎訓練

プログラム

大谷 (2004) は、 13の技能の 理論的説明と応

用 例を示しながら 、 1  ) 観察技法 、 2  ) 傾聴技法 、

3)活動技法の3段階の進行過程に基づく訓練プ

ログラムを提示している。 大谷 (2004) が示した

面接の進行過程と面接技能は、 表 7に示した。 認

知行動アプローチに基盤を置き 、 問題を定義 づけ

る技法では理論と定義との関連、 目 標を設定する
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身体の動き(Bodymo町，men担)

方言や世代の違いな ど の文法の形式(G四mmatical抑制

沈黙 (錨朗自〉

あいの手(乱但nimalencou四ger)

感情の反映

感情開示

感情に関する開放質問

内容をくり返すかクライエントの発言の意味をくり返

思考について明確にすることや探究を要請すること。
「はLリl'叫冶え」や1、2語での回答を求めない。

感情を確認して表現するととを含んでいる。

クライエントと似た状況での面接者が感じた感情を発

クライエントに感情を明確にしてもらうか探究しても
らうように要請するとと。 「はLリl'功、ぇ」や1、2語

洞察に関する開放質問 は、 思考、 感情や行動を深い意

に行動や思考、感情に向けた 言明したり認識しているこ

面接者がL、くつかの洞察を得ても逸る(関係の率直性に

気づきと洞察が対人間相互作用へと波及する乙とが洞察段階の目標となる。治療関係を有効にする

新しい理解を反映した変化について考えることを支当愛する面持与者とクライエントは、共に変わることに関す
るアイテγを主乾究する。面事長者とクライエントは、クライエントが変わりたいかどうかを決定?するように試
み、 そしてクライエントの生活における変化の意拐未を綜潰する。技能を教えたり、新しい行動を試みる鞠硲
を教えたり、援助関憾にある外部の人からのフィードノ守ックを求めたりする。 言蘇附子動揺怒去アプローチを参
照枠として言及してL唱。

活動のための開放質問
活動目標を探究するととにクライエントを促す。

クライエントに対するフィ

過程での助言
adviseme叫

直接指導
D訟でctg凶d直益配

クライエントの行動や他者への影響につL、てクライエ
ントへ情報提供すること。

面接中にクライエントが何をすべきかと指示を出すこ

クライエントに向けて提案や指示、助言をすること。

面接者が過去に問題に対処して用いた活動を按志云する
ごとをさしている。

1 

2 

Fos陸r 師団r官官邸 挑戦 
Challenge 

L、てL、なL、矛盾してLミる事象、望まなL、こと、 変わろ
うとしないことを指摘すること。

洞察を促進するとと
Facili旬te加司ght

クライエントは、気 づきが促されたらさらにそれを深く理解したいと思うようになる。

洞察の探究
Eせ"Obe for虹1司ght

解釈

lnterpre位五位on

洞察開示
Disclose ins泡ht

昧につL冶て考えさせる。

クライエントが、新しいやり方で、 問題を観られるよう

とを越えて新しい意味や理由、説明を提供する乙と。

ついてではなく)個人的な体験を提示することをさし
てL、る。

表5 : HiII ( 2009)が示した面接の進行過程と面接技能

探求段階 ラポ-Jレの構築、治療関係を深めること、クライエントの物語を話すよう奨励するとと、思考や感情 
Exploration s回容 を探究するとと。 湧き出てくる感情を促進し、 クライエントについて学ぶこと。

カミカミ才コること
a匂廷nd量19

傾聴するとと
h時現jng

身体的にクライエントに向き合うこと。

クライエントの話すメッセージを捉えて理解するとと。 クライエントが何を話し
てL、るかを理解しようとすることも含む。

視線を合わせること(E枠con踊ct)

表情(Facial田中目ssio岨 )

うなて主き (Headnods ) 

姿勢(Bodypo曲間)

観察すること 空間旬開田) 
obs町吋ng 声色作bne ofVoice) 

遮らないこと(No irr加TUptio ns )

接触しないこと(あるいは最低限の接触)(No白uch (orn由由nal touch) ) 

言L、換え
Res回恒回目B士

支持・承認(Approval-陀描S山祖田 )

思考を探ること
Toexplore血ough恒

感情を探ること 
Toexplore fee1担gs

思考に関する開放質問
Op四q田stionabout吐10ugh胎

Reflec且on of主主直ngs

Disclo割配of:6町五ngs

üp田1 question about長主h唱S

すこと。 クライエントの発言よりも、いっ そう具体的
で明瞭な類語を含む発言をしても良い。

クライエントの発言をくり返しゃ言、、換えをすること。

言すること。

での回答を求めない。 

クライエントと協力し合って、クライエント自身、 思考、感情、 行動について新しい理解を達成する
洞察段階 (新しL、展望を発展させる)ように支援する乙と。 絶え聞なLミ問題におL、て新しLミ気づきをもた らす

h宙返ht s也ge ょう機能する。 洞察は、新しい光を当て、問題を乗り換えるようなコントロールと適切な責任感を可
能にする。 精神分析アプロ一千平愛着理論に言及している。

思考や行動の気づきはクライエントにとって重要なことである。

気づきの促進
不適応な思考、相違点、あるL刊主クライエントが気づ

W町kon世間曲目却問姐c 率直性 面接者自身やクライエント、治療関係に関連し た率直回副onship Irnrr田，diacy な感情を開示すること。

Open questions五oraction

情報提供 質問や意見に対するデー夕、意見、事実、 資源、回答
G封缶百lnfo口na首on を圭畢修生すーることを長幸す。 

3 活動段階
Acti.ons包礎�e

ドパック
F'eedback about cli回世

R百cess

戦略開示
Disc加盟rre s ofs国民話回

と。
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1 視線(Ey'田)

rnovernen也，pos回re，ge曲E四回d加uch)
非言語行動を理解すること 言語に含まれる情報ー高さや調子、 声の大きさ速度、 流暢さ(p，出叫ingui曲目)

「意味することは、 つまりJ

加梢回配 b明onding

醐副叩(r明叩曲喜印刷岬) クライエントのメッセージの情緒的な部分をくり返すこと。

解釈
lnterp開制on仇命抽出d/

積極応答

面接の中で生じている過程での問題点や感情について表明するとと。

支援技能の基礎訓練プログラムを概観した上で技

Qu回世Qns 開放(open)か制限したい:10配d)疑問か質問。

Addi勘e Em伊血，y)
クライエントのメッセージに含まれ、 面接者の推量に基づいてクライエ
ントの行動、 パターン、 感情を返すこと。

'情報提供
fuforrnation g釣ing データや事実についてのやりとり

率直'性 
hnrnediacy 
自己開示 言語や非言語行動を通した面接者自身に関する情報を意図的に口外する

ごと。

表6 : Cormier， S. & Nurius， P.S. ( 2003)が示した薗接の進行過程と面接技能

動作、 身ぶり、 顔の表情など身体言語(阻 ne盛田) 

2 表情、 口元、 頭(Fa四，rnou血，head )
3.身体運動、姿勢、 仕事、 触れ方 (Bod y

Unde四国歯車NODVi百七alBehavior 近接空間論ー空間密度が行動、 コミュニケーション、 社会的相互作用に及ぼす影響を研究する
乙と( Proxemics )
環境(Environrnent)
時間(Tlrne)
同時性と合わせ(匂mchron yand Pacing ) 
調和(Congr百四回)

明確化 íおっしゃっていることは」のよう言い方から始ま
Cla品目tion り、クライエントのメッセージをくり返していることが加わっている質問のこと。

傾聴応答
言い換え

In con刷。
クライエントのメッセージの内容を繰り返すこと。

list<盟ing Responses 感情反映

要約 2 っかそれ以上の言い換えか、 クライエントのメッセージや面接を要約
Sllffilllilli;;坦tio n して反映すること。

質問

h姐uencingR田ponses

Self-Di配10割rre
矛盾提示

Con企Oll旬世on

技法では、理論と目 標設定について解説して いる。

本書では認知行動アプローチに限定しない幅広 い

アプローチに言及した考察や解説がな されて い

る。注目 すべ き事柄は、 語調反射という技能に加

えて、抵抗とその 対応技法で、抵抗の 理論的背景、

抵抗の 分類 、抵抗を扱う技法が取り上げ られてい

る。 また米国での養成 例を体験 例に基づいて紹介

している。

新しく提案する基礎的支援技能の基礎訓練プログ

ラム

本節では、 様々な提唱者-考案者による基礎的

能を総括し、 4つの技能カテゴリーと 20の技能を

示す

矛盾点/歪曲されたごとについて表明すること。

(Attending skills)、 傾聴技能

( 表  8)。技能カテゴリーは、 かかわり技能

(Ustening skills)、

積 極 技 能 ( Influencing skills) 、 応 用 技 能

(Advanced skil1s) としてとり まとめた。こ れ ら

の カテゴリーは、 こ れ まで概観したよう な 段階 

(s  ta ge)と いう捉え 方ではな く 、 位相・ 局面

(phase) とするのが適切であると考えて いる。面

接過程を考えた場合は、 複数回の面接を重ねる中

でカテゴリーの順番通りに段階的に進んで いく事

が想定されてきたが、 1回の面接の中でこ の 4つ

のカテゴリーの技能が適用される場合も想定でき

る。それ故、 段階ではなく位相・局面と捉えるこ

とが適切と判断した。こ こ で、 段階と位相・局面、

一歩 (step) の用語を整 理して おく。段階は、 変

化する物事に おける変化の一つの過程や場面のこ

と。位相は、 周期運動の中に おいて、 どういう状

態・ 位置にあるかということをさす。局面は、 刻

刻変化してや まな い現実の情勢を、 一つの静止面

としてとらえた呼称のこと。一歩は、行程の中で

一つ進んだ相のことである。技能の使用は、 一歩

に過ぎなL功当一歩に満たな い場合もあり得る。

1) 4つの技能カテゴリー

かかわり技能は、 面接者が クライヱントとの信
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観察技法
非 2) 表情 (笑顔泣き顔難色・ふくれつつら・仏頂面など)
言 3) 生理反応および反射 (赤面身震い 発汗・過呼吸など)i …一一格幅身長髄一一)

5)容姿 (風貌身なり服装ー髪型 ア クセサリー 化粧など〉

7)身体スペース (対人間距離・座席位置など)
8) 時間概念 (正確/Jレーズ・単昨性/複時性)

引開恵技法 導入期だけでなく全体を通して用いられる技法。 クラ イエントとの間に、 信頼、 理解、 尊重という根本的条件を

2) 理解した内容をクライ エントにわかりやすい言葉で フィードノミックするため

しい情報を集めるものではない。 カウンセリング導入期、 クラ イエント自身が感情、 状況

感情とそれによって引き起こされる生理的変化に焦点を当てる技法。 情動 (affect) に焦点
をあててフィードノ守ッ クする。 感情反映を用いるタ イミングが重要になる。

クラ イ エントの生活に起こった出来事や思考・判断 (つまり感情以外の事柄)に注意を向
ける技法。 クラ イエントの 述べた事実をカウンセラ ーの言葉で再表現する。

活動技法 クラ イエントの理解やラ ポールが確立した上で使用する技法。 クラ イエントからの新しい情報の収集、 発言や態

意義と配慮事項
1) うまく使用できると、 問題定義や目標設定に役立つ
2)申覇港技法との平行利用が原則
3) 探索や情報提供の乱用は、 ラ ポールが崩れる危険がある

相手の関心事に沿った質問をする
1度に2つ以上の質問をしない

攻撃的ととられる質問は避ける

相手が聞き手に依存的になる

特定の情報・回答について尋ねる技法。 質問 (questi.oω +言動や物事の道理を追求、 厳密
に調べること。 クラ イ エントの沈黙時にカウンセラ ーの不安軽減のために使用するのでは

代表的な質問の型
1，当つ (when)、 誰 (wh .o)、 何 (what)、 どこで (whe配)、 どのように (

言葉や態度の矛盾を指摘する技法。 クライ エントの自覚と洞察を促進し、 意志決定と行動
変容を援助することが狙い。 観察された遠いを フィードパックする。 カウンセラ ーの意見
や見解を含めない 。

行動、 思考や感情の隠れたパターンを顕在化させるか、 個々の部分から成り立つ全体像を
はっきりさせる技法。 クライエントの性格、 価値観、 考え方、 人生観、 生い立ち、 家族構成
などを詳しく理解した上で用いること。 一つの可能性として クラ イ エントに示す姿勢で表
現方法や口調を工夫すること。 提示後のクライエントの受け入れ状態の吟味が求められる。

情報を提供するのであって、 助言や アドバイスを提供するのではない。 正確で利用価値の
高い情報を与えること。 適切で十分な情報を提供すること。 一度に過多の情報は与えない
こと。 クライエントの情報理解を確認するごと。 情報提供後のフォローアップをすること。

クラ イ エントの口調や口ぶりなどの語調を直接捉えて フィードパックする技法のこと。 ク

ンセラ ーの自己満足の手段とならないこと。

クラ イエントの発言を反復すること。 面接者が抑揚を意図的に操作して、 クラ イエントの
気持ちゃ考えの明峰化を試みるならば、 反復ではなく語調反射とみなすべき。

クラ イエントの5秒以上の無言とL寸沈黙に対してカウンセラ ーが意図的に発言を控える行

表7 : 大谷 ( 2004)が示した面接の進行過程と面接技能

1)身振り (ジェスチャー 動作 姿勢・しくさなど) 

6)声と話し振り (音声。口調。音量言葉づかい・語調など) 

1.5は身体言語 (body !angu age) と呼ばれる。
6は準言語要因 (  p副司並翠凶stic elem田恒) と呼ばれる。

確立させるのに役立つ
目的 1) クラ イエントを正確に理解するため

3) ラ ポールの確立のため

明確化
clari量.cati .on

感情反映 
re:ßecti.on .of fee ling 

言い換え
P町宮ph目配

要約
summari胡世on

あいまいな発言をはっきりさせ、 カウンセラ ーの理解を クラ イ エントに確認する技法。 新

をはっきりと把握していない場合に多用する。

袴務量な発言を整理する技法。 感情反映と言い換えの組合せである。

度に表れた矛盾の指摘、 行動・対人パターンについての洞察、 有益な情報提供を行う。

活霊的支法を行う時の注意点

質問後、 相手lこは応答の時聞を与える

あまり質問攻めにしない

探索 
probe 

矛盾按志示
con金百n阻世.on

解釈
inte中間阻世.on

情報提供
註ll.o nnati.on g知歯Jg

傾聴・活重材支法以外のJ支法

リプレーミング

語調反射

自己開示

反復

沈黙

ない

開放型 ( .open) : 
h.ow) を用いた質問法 (whyは詰聞になる可能性があるため省く。 「何が原因なのかJと聞
けはfよL冶)
閉鎖型化1.0田d) :はL冶 (yes)、 いいえ (n.o) で回答を求める質問

既存の事実や行動について新しい見方を提示し、 クラ イエントの視点を変えることを狙い
とする。

ラ イエントの語調に表現された クラ イ エントが気づかぬ感情や意思を捉えて返すことが求
めらオ1る。

カウンセラー自身の経験や行動ー感情のいくつかを建設的なかたちで クラ イエントと 分かち
合うこと (※Egan，11998を引用している) 。 自己開示が クラ イエントのためであり、 カウ

為のこと (H迎& O'Brien， 1999を引用している)。 
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え (paraphrase/

クライエント に与えること。 焦点化は、 面接の展

開を面接者が考えなが ら 、 クライエントと話し合

って、 どの話題を 取り上げ るのか探索すること。

構造化は、 クライエント の訴えている内容と それ

に関連する事象を構造的に把握すること。 焦点化

と構造化は、 各アプローチによって使用の頻度が

変わり、 各アプローチの理論に基づいて面接の中

で どこ に力点を置くかが変動し、 面接の進展を

左右する技能である。 面接者の関与・意図性の大

き さによって、 大きいものか ら 、 解釈> 言 い換

え>明確化>合いの手・励 ましというような順番

になる。

頼関係を構築するために、 観察を基礎 とする身体 た 5つの技能が含 まれる。 矛盾提示は、 クライエ

的・心理的に関わる方法のことである。 傾聴技能 ント の矛盾点等を指摘すること。 解釈は、 面接者

は、 面接者が、 クライエント の話すメッセージを がクライエントの行動、 思考や感'情の隠れたパタ

捉えて理解するための技能であ り、 積極技能は、 ーンを明 らかにさせ、 発言や振る舞い という個々

クライエントとの信頼関係が強 まり、 クライエン の要素から全体像を明確にさせることである。 情

ト が面接者に理解しても らったと受 け 止めた兆候 報提供は、 面接者が正確で利用価値の高い情報を

を面接者が確認した上で使用する技能のことであ

る。応用技能は、 かかわ り、傾聴と積極の各技能

の適用を繰り返している中で面接の位相・局面が

新たに進展する中で導入される技能である。 

2) 20の技能

続 いて技能をカテゴリー毎に説明してLミく。 かか

わり技能には、合いの手 (Minimal encourager)・

励 まし (prompt) と観察 (observation) とL、う 2

つの技能が含 まれる。 合いの手・励 ましは、 面接

者が単なる同意や承認あるいは理解をほのめかす

短い語句を発すること。 観察は、 言語 または非言

語面か ら， 面接者 と クライエント の問で何が起こ

っているかを観察することにより、 クライエント

を全体的で統 合的に理解しようとするこ とであ

る。 観察は、 心理アセスメント にも関連する重要

な技能である。

傾聴技能には、 明確化 (clarification)、 言 い換

restatement)、探索 (probe)、 反

映 (  reflection)、 要約 (summarization) とL当った 

5つの技能が含 まれる。 明確化は、 面接者が クラ

イエント の発言内容を短く繰り返して、 聴きとっ

た内容を クライエント に示すこと。 言い換えは、

明確化よりも 長い形で面接者が クライエント の発

言の中の重要な 語句を、 面接者の言葉で 繰り返す

ことである。 探索は、 面接者が特定の情報・回答

についてクライエント に尋ねること。 反映は、 面

接者が クライエント の発言を言い換えよりも長め

にくり返すか再陳述することである。 要約は、 複

数の言い換えを用いて、 感情や内容の要点を踏 ま

えて反映することである。

積極技能には、 矛盾提示 (confrontation)、 解

釈 (inte叩retation)、情報提供(泊formation gi由g)、

焦点化 (focusing)、 構造化 (formulation) とL句 

応用技能には、 指示 ( directives)、論理的帰結 

( l  o g  ical  co  nse quences)、 自己開示 ( self­

disc1osure)、 沈黙 (silence)、 フィードパッ ク

(feedback)、 率直性 (immediacy)、 非言語的行動

の 指摘 (nonverbal referent)、 技能を個人に合わ

せて仕立てるこ と  (tailoring skil1s for personal 

needs) の 8つの技能が含 まれる。 指示は、 面接

者がクライエント にとっても ら いた い行動を示唆

することである。論理的帰結は、 クライエント が

行動した場合に、 生じ うる結果 の見通しを面接者

とクライエントで話し合うこと。 自己開示は、 面

接者の考えていることや感じていることを クライ

エント に意図的に伝えること。 沈黙は、 面接者が

意図的に発言を控えて、 クライエント の思考や感

情の深 まりを促す行為のこと。フィードパッ クは、

クライエント の行動や クライエント の 周囲への影

響について面接者や第三者の観点か ら情報提供す

ること。 率直性は、 面接過程の中の面接者と クラ

イエント の関係性に注目して、 率直に感情や思考

を開示して話し合うこと。非言語的行動の指摘は、

クライエント の非言語行動面を捉えて返すこと。

技能を個人に合わせて仕立てることは、アプロー
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し前に傾ける符為、面接者のうなずく等の行為が挙げられる。

Iそれで」といった最少限の言語的活動のこ
と。 この行為によってクライエントに話し続けることを奨励する意図が含まれている。

言語または非言語面か ら、 面接者とクライエントの聞で何が起こっているかを観察す

非言語行動を理解すること (Unde四回ndingNonv日もalBehæ川町)
視線を合わせること(町e∞口組刷、表情(血cial回朝団司。ω、
口元(m刷th)、うなづ き(h直ad

身体言語 (福田司自)

準言語要因匂剖叫ingt出誼.ce1四回匝)

speech)、流暢さ(fluency)

及ぼす影響を取り上げる。 環境(
近接空間論 (伊E回世田)

面接者が、クライエントの話すメッセージを捉えて理解するために用いられる技能のこと。クライヱシト
傾聴技能 が何を話しているかを理解しようとすることも含む。面接の導入期だけでなく面接過程全体を通して用い

る。面接者とクライヱントの間での相互の信頼と理解、 そして敬窓を持った関係を確立させる。

に示すこと。 面接者が1、 2諮のキーワードや類語を含めて発言することを含む。 面接

言(状況や感情) による発言に面接者が応えて明らかにするとと。

面接者がクライエントの発言の中の重要な語句を、 同様に繰り返し、 要点のみをとり
だして短くして返す。 クライエントの発言の最後の2、 3の文章または短い段落を取
り上げることがある。 クライエントによる発言の内容・事柄 (感情は含まなLけに面
接者の言葉で表現することになる。

面接者が特定の情報・回答についてクライエントに尋ねること。 クライエントが自ら
の経験や行動、 感情を明確にで きるようになる乙とを意図している。 開放型と限定型
がある。 過去の出来事 (内容) と今ごの場での出来事に焦点を当てる。

一般的である。クライエントの自由な発言を促し、クライエント自身が自ら

「はLリIׁ叫3えJと簡単に一言で答えられるような質問のこと。
面接者の以前の発言を裏付ける一語か二諮の回答を求めてデータ

面接者がクライエントの発言を言Lミ換えよりも長めにくり返すか再陳述すること。 ク
ライエントの過去の発言 (内容や事柄) やほのめかした感情に言及することを含む。
意味に焦点を当てる場合と感情に焦点を当てる場合の二つの型がある。

「感情の言い換え」である。 クライエントが表現した感情J情緒に
関する具体的な発言と非言語行動を観察した上で行う。 顕在化し
た部分と潜在的な部分の両方の感情を取り上げる。 クライエント
が表現した感情に注目し、 クライエントが納得で きる姿勢と言葉
とタイミングで言L冶換えを行うことが重要となる。 面接者がクラ

イエントについて理解している姿勢を示すことを意図している。
面接者はクライエントの感情を表現するために感情に関する語蒙
を増やしてL吋必要がある。

の中に隠れた個人の意味を見出すこと。 面接者が、 クライエント
意味の反映 の感情や思考、 行為の背後に存在する意味や信条をクライエント

自身で発見できるように支援することを意図している。 クライエ

複数の言い換えを用いて、 感情や内容の要点を踏まえて反映すること。 面接者が、 ク
ライエントが語ったことの重要部分を繰り返し、 短縮し、 具体的に提示すること。 面
接者が、 クライエントに要約して も らうように勧めることがある。 クライエントが自
らの状況を眺めることが出来るようになることを意図している。 面接者が、 初図面接
時に使用して引 き継いだ情報の共有を図ったり、 面接開始時に使用して、 前田の面接
の振り返りを行ったり、 面接の途中で使用して、 面接で起きていることを明確化した
り、 面接の中でトピックとトピックの流れをスムーズにしたり、 何回もの面接で繰り
返し表現された事柄を筋道立てると きに用いたり、 面接の終わりに面接を振り返った
りすると きに用いる。

表8:4つの技能カテゴリー と 2  0の技能

かかわり技能 面接者がクライエントとの信頼関係を構築するために、観察を基礎とする身体的・心理的に関わる方法のこ
A世:ending skills と。例えば、面接者が視線をあわせる行為、面接者が興味をもって聴いていることを示すために上体をすこ

合いの手
h狙nitnal encourager 

厨ÜJまし 
prompt 

観察
ob田rva姐on

面接者が単なる同意や承認あるいは理解をほのめかす短い語句を発すること。 「うん」
「んー J IええJIわかるJ IああJ Iまあ J

ることにより、 クライエントを全体的で統合的に理解しようとすること。

nods)、生理反応 (reaction)
および反射(reflex)、 姿 勢  (body postu re)、 身体の動 き 
(body movements)、 仕草 (gestu res)、触れ方 (touch)、
体つき(physique)、 身体特徴 (physical featu re) 

声色 (tone of voice)、 方言や世代の遠Lミなど
の言葉づかい(g rammatical style)、声の大き
さ( volume of voic討、 話し方の速度 (speed of 

空間密度が行動、コミュニケーション、社会的相互作用に
environment)、 空間

(space)、時間(time)、 同時性と合わ せ  (sync hrony
andp配:ing)、 調和ー統一感 (∞ngruence) 

Ustening skills 

明確化
clar温catio n

言い換え
凹raphrase/res祖睦ment

探索 
probe 

面接者がクライエントの発言内容を短く繰り返して、 聴きとった内容をクライエント

者は、 質問をしている意図が無い場合でも、 クライエントにとっては自ら の発言につ
いて質問されて明確にされているという受け止め方になる。 クライエントの唆昧な発

開放質問

簡単に一言では答えられないような質 問のこと。 いつ(when)、 誰
(who)、何 (what)、どこで(wher官)、どのように (how)を用L冶るごとが

を探究する機会となる。面接者が面接の開始時に使用してデータを
op叩questi.on 広く集めたり、クライエントに状況を詳しく述べてもらうときや、 行動の事

例を引 き出すとき、感情や思考について明確にしてもらったり、 注意を
向けてもらうときに用いる。

反映

町ラ宜ec世on


要約

割.lI11I11 arization


限定質問
出掛d q田stion

感情の反映
x姐.ectionof島d担g

reflection of ID'四血g

を収集する質問のこと。 面接者の興味ある話題に面接の方向を焦
点づけてしまう点がある。

「内容の言い換え」である。 クライエントの発言の中か ら、 生活

ントが表出した感情の背後にある根拠または理 由を明らかにする
ことも含まれる。 
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クライエントの行動、 思考、 感情、 意味の不一致や矛盾点、 歪曲された点、 変わろ う

矛盾点を自覚して、 クライエントが意思決定をし、 行動を実行することを支援する。

面接者がクライエントの行動、 J思考や感情の隠れたパ タ ーンを明ら かにさせ、 発言や
振る舞いという個今の要素か ら全体像を明確にさせる ご と。 面接者が つの可能性と
して状況をこのように捉える乙とが出来るという提示の仕方をして、 クライエントが
提示された解釈をどのように受け止めているかを把握することが重要になる。

面接者が正確で利用価値の高い情報 (デー夕、 事実、 専門機関等の資源)をクライエ
ントに与えること。 どのように情報がクライエントへ伝わったのかを理解の程度を把
握する必要がある。 クライエントが誤った情報を修正するととも含む。 新しい情報に

クライエントの訴えをすべて取り上げることは困難である。 面接の展開を面接者が考

構造化 る内容とそれに関連する事象を構造的に把握すること。 面接者がクライエントと共に
お，rmula由n

かかわり技能、傾聴技能と積極技能以外の技能のこと。 かかわり技能、傾聴技能と積極技能の適用を繰り

skills 返している中で面接の位相・局面(phase)が新たに進展する中で導入される技能である。

わない。 面接者が指示する事に気乗りしない場合は、 本技能の使用を控えれば良い。

クライエントが行動した場合に、 生じうる結果の見通しを面接者とクライエントで話

l唱ical回目sequ四国s 行動の幅を持っても ら い、 行動のレパ ートリーを増やすことを意図している。 未来の
行動や仮定された行動に焦点を当てる。

接者の個人的な体験や過去に類似した場面で振る舞った行動や感じた感情を提示する。
クライエントの話を聴いて面接者が面接中に考えたことや感じた之とを提示するとと
がある。 面接者が自己開示をするととで、 クライエントの自己開示を促す機能がある。
自己開示はあくまでもクライエントのためになるととが前提であり、 面接者の自己満

面接者の発言とクライエントの発言の聞かクライエントの発言の聞の5秒かそれ以上の
休止に対して、 面接者が意図的に発言を控えて、 クライエントの思考や感情の深まり

変容や思考ー感情の変容を促す。

面接過程の中の面接者とクライエントの関係性に注目して、 率直に感情や思考を開示

身体の姿勢、 語調や芦の高さ、 表情、 仕草といったクライエントの非言語行動面を捉非言語的行動の指摘
えて返すこと。 クライエントが気づいていない感情や思考を適切に捉える必要がある。

目bal肥ferent これらの行動の意味を解釈することではない。

技能を個人に合わせて仕立てること

クライエントとの信頼関係が強まり、クライエントが闇接者に理解してもらったと受け止めた兆候を面接積極技能
者が確認した上で使用する技能のこと。クライエン卜の新しい行動を起こすきっかけとなったり、新しい Influencing skills 
認識をクライエントが持つ事を促す。

矛盾按鼓示
con企'on回世on

解釈
立lterpr出掛on

f青幸Ii!技封共
infonna世.ong加首19

焦点化
focu品11g

としない点を指摘すること。 さら に目前で観察されたクライエントの言語面と非言語
面の聞での不一致や矛盾点を指摘することが含まれる。 クライエントが言葉や態度の

クライエントの目を向けても ら い、 クライエントが新しい行動を取る基盤となること
を意図している。

えなが ら 、 クライエントと話し合って、 どの話題を取り上げるのか探索する乙と。 面
接者が会話の方向付けをする事に気乗りしない;場合は、 本技能の使用を控えれば良い。

面接者がクライエントの置かれている状況を念頭において、 クライエントの訴えてい

問題を定義づけ、 クライエントと共有し、 面接か ら生じる結果の可能性 (目標)につ
いて詰舌し吾子う乙と。

応用技能Aclvanced 

指示
rurec且ves

面接者がクライエントにとっても らいたい行動を示唆する。 どのような行動が起きて
欲しL功冶と伝える。 面接者は、 クライエントが理解しやすL、枠組みで、 具体的に伝え、
一方的に押しつけず話し合いなが ら 提示すること。 クライエントが、 どんな目的で行
動を行うか理解し、 確実に実行できるように支援すること。 行動は面接室の内外を問

論理的帰結 し合うこと。 Iもしも、 00した場合は」とb巧捻示の仕方をする。 クライエントに

自己開示
self-<目配10su児

沈黙
silen田

フィードノてック
f田dback

率直'性 
immediacy 

面接者の考えていることや感じていることをクライエントに意図的に伝えること。 面

足にな ら ないようにするとと。

を促す行為の ご と。

クライエントの行動やクライエントの周囲への影響について面接者や第三者の観点か
ら 情報提供すること。 クライエントの行動に注目して言及し、 クライエントの行動の

して話し合うこと。

アプローチや状況の変化に応じて適切と考え ら れる技能を組み合わせ
旬且oring skills for pe四ona1needs てノ宅ッケージ化して意図的に用いること。

チや状況の変化に応じ て適切と考えられる技能を 感情は、 状況-内容と いった記憶を想起すること

組み合わせてパッケージ化して意図的に用いるこ に伴って 表出されてくる。故に、 面接者が感情へ

とである。 最初に注目するやり方もあれば、 状況や内容へ先

に注目してか ら 続 いて感情に注目するという面接

技能の影響に関する円環モデル の組み 立て方もある。 クライエント の陰性の感情

クライエント に影響を与えな い面接は、 心 理面 によって行動が制限された り、 反対 に陽性の感情

接とは呼べ な い。 各技能は、 見方(viewing )と に伴って行動が促進された りする。 心 理面接を通

仕方 (doing) と面接の内外(Inside/Outsi de白e じ て面接室の中に お ける クライエント の見方の変

session) で クライエント への影響の与え方や影 化が 、 面接室外つ まりクライエント の 日常生活に

響の出方が変わると考え られる(図 1) 。 例えば 、  お ける見方や仕方の変容へとつながり、 さ らにそ
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プログラムを概観した上で 、 対 人支援専門職養成

創元社)>セリング・テキスト

Outside the session 


vlewlng 

Inside the session 

園1 :技能の影響に関する円環モデル

れを次の面接で面接室内に クライエント が持ち込

んで見方や仕方の変容になる。指示という技能は、

面接室内ではロールプレイの実施に用いられ、 面

接室外では面接者か ら課された課題の実行の為に

用いられる。

つ まり、 一つの技能を使用した場合、 それが面

接室内に お ける クライエント の見方に働きか け、

それが面接室外の振る舞い方、 そして面接室内の

振る舞い方、 面接室外の見方へと円環的に影響が

出てくる。ただし技能によってその影響の出る大

きさや次元が 異なってくる。面接者は、 こ の円環

を念頭に おき ながら クライエントとの面接を通し

て、技能を意図的に使用することになる。 また ク

ライエント からのフィードパッ クの影響を受 けて

(相互作用を念頭に おいて) 面接を 組み 立ててい

くことになる。見方の下位には感情 (emotion)、

情動 ( aff ection)、 感覚 (s ensation s)、 認知

(cogr雌ons)、知覚 (perception)、記憶 (memory)、

思考 (白泊king)、 注意 (掛 ention) が含 まれ、 仕

方の下位には、行動 (behavior )、行為 (action)、

学習 (1ear叫 ng) が含 まれる。それぞれの 心 理 機

能の強調点が心 理療法やカウンセリングのアプロ

ーチによって変わると考えられる。

面接者は、 心 理面接が進展する中、針支能を意

図的に使用する中で 、 クライエント の発言から何

クライエント の 人となりを理解できるようになっ

てくると考え られる (戦 略の立案の基礎 )。次第

にクライエント に適合 したやり方を工夫できるよ

うになっていく (戦術の 立案と実行) ものと思わ

れる。

おわりに

本論文では、 対 人支援専門職養成のための訓練

に幅広く適用できる基礎訓練プログラムの枠 組み

として4つの技能カテゴリーと 20の技能を提示

した。 また技能の影響に関する円環モデルを提示

した。こ の 円環モデルは、 面接者が面接を一歩

進 めるための戦略と戦術を 立てるの に役 立つで

あ ろ う。

今回提案した対 人支援専門職養成のための基礎

訓練プログラムは大学院で担当している臨床心 理

基礎 実 習の中の一部で適用してみた り、 対 人支援

専門職 の研修会の おりに適用してみた りして、 そ

の妥当性を検証し、 必要に応じ て適宜修正が加え

られる可能性がある。
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